
TD-NMR(パルス NMR)による微粒子分散体評価 アプリケーション 5 

●医薬用有機化合物(API)のロット間差～継時による吸水特性の違い 

Rsp値：バルク(ブランク)液と、粒子分散試料の緩和時間の変化割合 

 

吸水特性のある有機化合物水分散液の緩和時間を連続して測定したデータです。 

A と Bは製剤として用いることが出来ない粒子でした。 

A と Bは継時により多くの水を粒子界面に拘束している可能性が示唆されました。 

製剤として使用できる C と Dは継時による変化が見られませんでした。 

有機化合物の吸水特性の違いは Rsp値を算出する事で数値化する事ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                         


